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平成28年(2016年）熊本地震による熊本県内の被災古墳、1年後

杉井健（熊本大学文学部）

平成28年(2016年）熊本地震の発生から1年が

過ぎた。熊本城では倒壊した北十八問櫓や東十八間

櫓などの部材が回収され、崩れた石垣石材の回収も

進み（図2）、また先月には天守閣に通じる大型重

機用のスロープが設置された。阿蘇神社では倒壊し

た拝殿の撤去が終了し、楼門の解体作業が始まって

いる。浄水寺古碑群（宇城市）のうち転倒した南大

門碑も元の位置に戻された（図3）。このように、

被災した文化財の復旧作業は少しずつではあるが進

展している。

では、被災した古墳はどうなのだろうか。『九前

研通信』第33号（以下、通信33号）において、昨

年9月、熊本地震による熊本県内の古墳の被災状況

について速報した｡地震発生から1年が経過した今、










